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後援： 

アシアナ定期便運航のご案内 

月火水金日運航 
2025年 3月 30日 ～ 2025年 10月 25日 

 

仁川-仙台（09:35～11:45）  仙台-仁川（12:45～15:10） 
 

（＊6月 1日～9月 13日までの毎週日曜日のみ） 
仁川-仙台（15:25～17:30）  仙台-仁川（18:30～21:05） 
 

（＊9月 14日～10月 25日までの毎週金曜日のみ） 
仁川-仙台（15:10～17:25）  仙台-仁川（18:25～20:50） 

 

広告募集中！ 民団宮城 TEL022-263-6961 

2025日韓親善フェスティバル 10月 18、19日 
 

9月 21日（日）：フットサルの練習会 
 
9月 28日（日）名取市十三塚公園陸上競技場 

第 8回日韓友好サッカー交流会 in名取 

mailto:mindan@themis.ocn.ne.jp


 

就任後の初外遊先として日本

を訪問した李在明大統領は8月

23日、「在日同胞午餐懇談会」

を皮切りに 1泊 2日間の公式日

程をスタートした。帝国ホテル

東京本館で開かれた「在日同胞

午餐懇談会」には、民団幹部ら

を中心に約 200 人の在日同胞

が招待された。 

参加者を代表してあい

さつした民団中央本部

の金利中団長は光復節

に大統領が発表した在

日同胞への特別メッセ

ージを言及し「在日の犠

牲と献身を評価してい

ただき大変感謝してい

る。これからも在日韓

国人の人権擁護と韓日

友好親善のために尽力する。」と述べた。 

李在明大統領は「光復 80 周年と韓日国交正常化 60 周年を機に、

在日同胞の皆さんが歩んできた道は、祖国の苦難と成長を共に歩

んできた大韓民国現代史において、決して切り離すことのできな

い歴史である。韓日両国は、隣人であり共に歩んでいく重要なパー

トナーだ。同胞社会が両国関係の安定的な発展のために支えとな

ってくれることを願っている。」と同胞を激励した。 

民団宮城では李純午（イ·スンオ）団長が招かれ懇談会に出席しま

した。            (民団中央の民団新聞記事部分抜粋) 
 

「お盆休みになると

故郷にしばらく帰っ

てくる若者たち、宮城

の在日同胞社会でも

首都圏や他地方で過

ごしていた多くの若

者たちが故郷に帰っ

てきます。 そして韓

国から留学や仕事の

ために渡ってきた若

者たち。一人でお盆休

みを過ごすことにな

ったんですか？ 私たち一緒に会いましょう」とは、企画で始まっ

た同窓会の集まり。 

宮城韓国青年会が主軸となり、韓国にルーツがある 36歳未満対象

で参加可能です。来年も一緒に会いましょう。 (事務局 李江鉉) 
 

 

 
 
 

 

80 年前の光復の喜び

を記念するための行

事がここ、在日本大

韓民国民団宮城県地

方本部でも 100 人を

超える在外同胞や韓

日関係者が参加した

中で、1、2 部行事と

して韓国会館 6 階で

開かれました。 

特に今年は日韓国交

正常化 60 周年記念の

年として宮城地域の

塩釜高校演劇部を招

請し、日本学生たちの

熱演で윤동주（ユン·

ドンジュ）詩人と関連

した演劇公演を準備しました。 

民団宮城は今回の光復節記念式のような行事を通じて、海外居住

の韓国人、そしてその次の世代が故国の歴史と民族意識を継続で

きる大きな共同体の空間としてその役割を続けていきます。  
(事務局 李江鉉) 

光復節記念式典の後に行われる宮城民団と宮城県日韓親善協会の

共同開催ボウリング大会が 16回目を迎えました。 

特に今年は 80 周年の光復節と韓日国交正常化 60 周年に合わせて

80人参加で、韓国、日本の市民が一つのチームとなってチーム別、

そして個人別の授賞が行われました。 

8月の暑い夏が続いていますが、両国の市民はボウリングを通じて

一緒に笑って応援し、ここ、民団宮城で韓日民間交流の歴史を若い

世代へ受けついています。                    (事務局 李江鉉) 

 

 

第 2回民団宮城成人者同窓会 

民団宮城第 80周年 8.15光復節記念式 
(2025年 8月 15日) 

広告募集中！ 民団宮城 TEL022-263-6961 

韓日国交正常化 60周年記念、 

第 16回日韓交流ボーリング大会 

李在明（イ·ジェミョン）大統領訪日 

「同胞社会が韓日関係発展の支え」在日同胞懇談会 

李在明大統領夫妻(右)と金利中団長(左) 
23 日、羽田空港（写真：大統領室） 

李在明大統領 23 日（写真：大統領室） 

宮城韓国青年会、 
次世代在日同胞のスローガン斉唱 

李光馥民団宮城顧問の万歳音頭 

塩釜高校演劇部の演劇公演「Love & Peace」 

ハングル学校宮城学生たちの 

K-POP ダンス発表会 



 

小雨の中「どうせ濡れるなら海に行こう！」と始まったサマーキャ

ンプ。この勢いに乗って予定していた企画を全て満喫した一泊二

日。オリニ 25名はケガなく元気に帰ってきました。 

皆で作ったカレー、雨の中の水遊び、流しそうめん、青年会のゲー

ム、教育院の運動会などオリニの笑顔溢れる 2 日間でした。

감사합니다!              （文教部長 金亜貴） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めてこのようなイベントに参加する子が多く、より良い思い出

になるように努力しました。仙台発組は皆さんとてもしっかりし

ていて、私も助けられた部分もありました。また機会がありまし

たら参加したいです。ありがとうございました！                                       
（引率リーダー 李陽音） 
 

中学生対象 夏季次世代事業 「韓国体感研修」 

2025年 8月 19日（火）～22日（金）の日程で 
韓国に行ってきました。 

スイカ割り 

水鉄砲 

花火 

バーベキュー 

太極旗を描く 

カレー調理実習 

教育院/講師企画 
 

青年会企画 

2025民団宮城サマーキャンプ 

KIBOTCHA    8月 10、１１日（日、月）   後援：재외동포청  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月のサランバンは１回のみ開催。李京子顧問さんがコンクス

（豆そうめん）を作っていただきました。また、尾花沢スイカを

生活副部長李京順さんが、山形から持ってきてください、季節の

御馳走を皆様と一緒に美味しくいただきました。 

９月は「国民体力 100」オンライン授業が（9/9.11.16.18）４回

行われる予定です。 

厳しい残暑を乗り越えて９月９日に皆様の笑顔に会えるのを楽し

みにしております。            （事務局 張恩敬） 

 

 

 

8月 9日（土）第 3回三機関

合同執行委員会を開催し 20

名が出席しました。 

主な議題は 10月 18日 19日

勾当台公園で開催する日韓

親善フェスティバルについ

て熱い議論で意見交換の場

となりました。 

楽しい企画満載のフェスティバルをどうぞお楽しみください。 

次回第 4 回三機関合同執行委員会は 10 月 11 日（土）と決定しま

した。                     （事務局長 姜恵美子） 

2025 年 8 月度 民団仙南支部 定例会報告 
日時: 2025 年 8 月 5 日 (火) 午後:13:00 

場所: とんかつ夕焼け 2 階 

参加者: 21 名(団員=18 名、来賓: 3 名 近

藤邦保、 李京順夫妻、 李敬秀さんの娘) 

連絡事項 
本日は近藤 邦保 夫妻が美味しいスイ

カを持って訪問してくださいました。 

韓日国交正常化 60 周年のイベントには、尹景子、 金裕姫、 姜順

子、金英蘭さんが代表で参加することになりました。  

県本部の指示に従っ

てまとめていく事。 

支部の懇親旅行は近

場の温泉街を探して

決めること。 

次回 定例会: 2025

年 9 月 9 日 (火) 

13:00 ～ 

場所:とんかつ 

夕焼け 2階 
 

仙北支部の 8月例会は

酷暑を予想し夏休みと

致しました。  

9月例会は 9日（火）

支部会館に於いて開か

れます。 

沢山のご参加お待ちし

ています。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

広告募集中！詳細はご連絡下さい 民団事務局設置用 飲食店チラシ・名刺も募集中！ 民団宮城 TEL022-263-6961 

サランバンみやぎ 毎週木曜日 11：00 から（韓国会館 6F） 

☎022-263-6961                  後援：재외동포청  
70 歳以上の団員様対象 

9、10、11月のサランバンみやぎ日程案内 

9 月：9 日（火）、11 日（木）、16 日（火）、18 日（木） 
10 月：2 日（木）、9 日（木）、18、19 日（土、日） 

（特別移動サランバン） 
11 月：13 日（木）今年度終了     *変更可能性もあり 

2025年 9月相談日 
1・8（月）・16（火）・22・29（月） 

時間：13：00～17：00（完全予約制） 

場所：韓国会館 4階（仙台市青葉区本町 1-5-34） 

相談員：金 東暎 行政書士 

予約：民団宮城 022－263－6961 
Web 予約は民団宮城HPから 

「民団生活相談センター みやぎ」 
 専門家が対応します・無料 30分相談 後援：재외동포청 

★ 8月支部活動報告 ★   後援：재외동포청 

2025年第 3回三機関長執行委員会 

仙南支部（支部団長 成英吉）

 仙北支部（支部団長 嚴由美） 



 

9月例会の予定！ 
塩釜支部では 9月例会としてランチ会を計画しています！ 

多賀城市内のイタリア料理屋さんで、みなさんで近況報告しなが

らのおいしいパスタを！ぜひお待ちしております。 

日時： 2025年 9月 20日土曜日 
時間： 11：30～13：00 
場所： イタリア食堂 アッラミア 
 多賀城市城南 1-7-19 
会費： 500円 

婦人会員の皆様、お元気

でしょうか？  

あまりに猛暑が続き、体

調崩してる方々もいらっ

しゃると思いますが、上

手にエアコン等使用して

のりきって頂きたいと思

います。 

9 月のランチ会のお知ら

せです、ご案内届くと思

いますが是非いらして頂ければ嬉しいです。 

 
 
 

 

こんにちは。宮城韓国青年

会です。 

今月 8月は、8.15光復節を

記念し、多くの青年会会員

が記念式典に参加し、護国

英霊へ感謝を捧げる意義

深い時間を過ごしました。 

式典では、参加者の皆さま

の前で「光復 80 周年記念

スローガン」を青年会全員

で朗読し、若い世代として母国、そして日韓両国の友好促進に貢献

することを改めて誓いました。式典後にはボウリング大会や、ウェ

スティンホテル仙台で開催された「第 2 回宮城青年会同窓会」を通

じて、会員同士の友情と団結を深めることができました。 

引き続き縁と友情を育んでまいりたいと思います。 

宮城韓国青年会は、今後も活発な活動を通じて、未来の民団を担う

若い世代の育成に努めてまいります。    （企画次長 成 晋宇） 

青年会インスタグラム→@seinenkai_miyagi 
 

青年会便り（青年会会長 申レシル） 後援：재외동포청 

 

婦人会便り（婦人会会長 徐龍子） 後援：재외동포청 

塩釜支部（支部団長 金柾史） 

9月ランチ会 
場所：焼肉三水苑国分町店 
（青葉区国分町 3-5-16、センテンス定禅寺 1F） 
日時：A M11時 30〜13時 30。 
1回目 9月 19日(金)、2回目 9月 27日(土) 

上記どちらか一回選んで頂き連絡お願いします。 

ランチ会でお会いできる事を楽しみにしてます。 

事務局便り TEL 022-263-6961 / FAX 022-222-4707 

 
 
3、19、26 日    韓国料理教室    韓国会館 10:00  

9、11、16、18 日  サランバンみやぎ  韓国会館 11:00 

7、21 日（日）オリニハングル学校みやぎ 韓国会館 14:00 

13 日（土）仙台韓国教育院主催、秋の遠足 山形県のお寺  

21 日（日）    オリニフットサル  ワッセ仙台 18:00 

28 日（日）第 8 回日韓親善友好サッカー交流会 in 名取  

名取市十三塚公園陸上競技場  

  
6、22 日   民団文化センター韓国料理教室  韓国会館 5F 

7 日(木)       サランバンみやぎ   韓国会館 6F 

10～11 日   2025 年度オリニサマーキャンプ KIBOTCHA 

15 日(金)   第 80 周年 8.15 光復節記念式   韓国会館 6F 

第 16 宮城県日韓親善協会/民団共催ボーリング大会 
ボウルサンシャイン仙台 

2025年度民団宮城成人者同窓会       仙台ウエスティンホテル 

2025年 8月の民団行事の報告 

 

2025年 9月の民団行事の予定 

 

広告募集中！ 民団宮城 TEL022-263-6961 

COMING SOON 

8月 15日、ウェスティンホテル仙台、第 2回民団宮城成人者同窓会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 16回東北地域韓国語弁論大会】が 10月 

25日（土）、韓国会館 6階にて開催予定です。 
申し込みなど詳しい情報はQRコードより 
ご確認できます。 
 

 

 

 

 

 

駐仙台大韓民国総領事館

韓日国交正常化 60周年記念行事 

仙台韓国教育院便り 

開かれた 民団宮城   
 

韓国料理教室（2025年 8月 6、22日） 

主催：民団宮城文化センタ－       後援：仙台韓国教育院 

 

民団宮城文化センターは韓国大統領表彰「団体賞」を受賞しました。 

 

後援：재외동포청, 센다이한국교육원 

 

冷たい豆乳素麺(コングクス)と
どんぐりこんにゃく(トトリムク)
一つを口の中いっぱいに入れ
れば夏は終わり！ 

한국어, 도전해 보세요! 

 

콩국수(豆乳素麺)/ 도토리 묵(どんぐりこんにゃく) 

宮城オルレフェア 2025の開催お知らせ 

夏の珍味! 

9月 13日（土）登米コース（定員 120人） 

▶歩き終えた後は、郷土料理のはっと汁をお振舞予定 

9月 20日（土）大崎・鳴子温泉コース（定員 100人） 

▶雄大な秋の自然と温泉の香り漂うコースを満喫 

10月 4日（土）奥松島コース（定員 150人） 

▶７周年を迎えた秋の奥松島コースを体験 

10月 12日（日）気仙沼・唐桑コース（定員 150人） 

▶潮風かおる秋の唐桑半島ウォーク 

10月 18日（土）村田コース（定員 200人） 

▶「みやぎ村田町蔵の陶器市」が同時開催！ 

参加申し込みや詳しい情報はQRコードを参照 

 

広告募集中！詳細はご連絡下さい 民団事務局設置用 飲食店チラシ・名刺も募集中！ 民団宮城 TEL022-263-6961 



  
 
      

 シック(食口)とヨルムビビンパ 

第17代仙台韓国教育院長 朴 慶羲 
 

妻がヨルム（大根若菜）キムチを丁寧に漬けて仙台にやってきた。 7月中

旬から暑くなると、いきなりヨルムキムチが食べたいと思い、仙台に来る時

にヨルムキムチを持ってきてほしいとメッセージを残しておいた。 ちょうど夏

休みになって妻が次女と一緒に「アボム（目上の人の前で自分の夫を指し

て言う語）のところに行く」と言うと、忠清道の田舎の母親が「アボムはヨル

ムキムチが好きだ。 ヨルムキムチを漬けていくように」と頼んだという。  

夕食の膳が素朴に整えられた。 大きな器に温かいご飯を一杯、ヨルムキム

チ、目玉焼き、コチュジャンを半スプーン、そしてごま油。青く赤いヨルムビビ

ンパを一さじ食べた。 老けた母親が、数千里離れた異国の地にしばらく滞

在している息子に、ヨルムキムチに温かいご飯を食べさせたい気持ちが伝

わった。 

ヨルムキムチの主材料は「ヨルム（大根若菜）」。 「ヨルム」は本来、大根を

種まきして芽が上がってきて間引きした幼い大根の芽で「もろい大根」を称

する。 ヨルムキムチを漬ける時、ヨルムと一緒に「オルガリ（白菜間引き

菜）」を使ったりもするが、「オルガリ」は「中身が充実していない若年期の

白菜」をいう。 「ヨルム」も「オルガリ」も、二つともまともに成長することも

できず間引きしてしまう野菜だというが、ヨルムキムチの主材料として韓国

人に愛されている。 本当に不思議なことに、韓国人は見向きもしないよう

なものも、大事なものにしてしまう才能があるようだ。 

8月の夏が訪れると、1970年代の小学生時代に

味わった「ヨルムビビンパ」が思い出される。 母は

畑仕事をしているのやらしないのやら、家庭菜園で

柔らかいヨルムを間引きしてかごに入れて急いで

家に持ち帰ってきた。 味噌を溶いて青唐辛子を入

れて煮、麦飯を大きなボウルに入れた。 麦飯の上

にヨルムを適当に切ってたっぷりのせ、コチュジャン、味噌汁、ごま油を入れ

て混ぜ合わせた。 床に家族全員が腰掛けた。 お父さん、お母さん、お姉さ

ん二人、私、弟。大きなボウルに青くて赤いヨルムビビンパが出来上がると、

スプーンいっぱいにご飯をすくって一口ずつ食べた。 たまに夏の夕方に大

型器で「ヨルムビビンパ」を食べる時は、隣の家のお婆さんも一緒に「ヨル

ムビビンパ」を一口ずつ口にした。 私たちは一つのシック（食口）になった。 

国立国語院「標準国語大辞典」で「シック(食口)」を検索してみると、①

「一つの家で一緒に暮らしながら食事を共にする人」、②「一つの組織に

属して一緒に働く人を比喩的に指す言葉」と説明されている。 <例文>と

して「彼はついているシックが多い」、「もう私たちの会社のシックになった

のでこれから頑張ってみましょう」を挙げている。 このように韓国人にとって

「シック」とは一緒にご飯を食べる親密な関係を内包しながら情緒的な絆

を強く表わす。 反面、「家族」を辞書で調べると、「主に夫婦を中心とした、

親族関係にある人々の集団またはその構成員、婚姻、血縁、養子縁組など

で構成される」と説明している。 

「家族」は法律や社会体制での

公式的または形式的な用語とし

て主に使われるならば、「シック

(食口)」は家族の境界を越えて

誰とも親しくなれる情緒的な絆

の親密度を表すのである。 

大韓韓国の光復 80周年を迎

える 8月に突然、ヨルムビビン

パを食べたい思いが湧き出たの

は、一緒にご飯を食べたい「シック(食口)」が恋しいからかもしれない。  

失われた祖国を取り戻すために献身された方々を忘れずに追慕し、真の平

和の意味を再確認してみる。 
 
※ 本コラムの韓国語訳は仙台韓国教育院 

ホームページにてご覧いただけます。 

※ 본 칼럼의 한국어 번역본은 센다이한국교육원  

홈페이지의 [센다이 소식] 코너에서 보실 수 있습니다.  
 

 
 
皆様、長月に入るも陽射しには未だ暑さが残ります。秋の気配が感じられ

る今日この頃、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

実りの季節、そして家族の絆を深める韓国の伝統的な祝日「秋夕（チュソ

ク）」を迎えるにあたり、東北韓人会では、韓日国交正常化 60 周年記念

事業の一環として、以下の通り地域交流イベントを開催いたします。 

イベント名：第一回 日     韓 秋フェス 2025 in 高麗館 

        日時：2025年 10月 5日（日）10:00～15:00 

      会場：道の駅とざわ モモカミの里 高麗館 

（山形県最上郡戸沢村大字蔵岡 3008-1） 

     お問い合わせ： 

東北韓人会 TEL：090-7419-1841 

高麗館 TEL：0233-72-3303 

本イベントは、「共に暮らし、お互いの文化を

知り、尊重しあえる心豊かなむらづくり」を目

的とし、在日韓国人と地域住民が交流を深める

新たな試みです。韓国と日本の伝統文化・食・

音楽などを通じて、世代や国籍を超えた心のふ

れあいを育む場となることを目指しておりま

す。 

主催：在日本東北韓国人連合会 

後援：在外同胞庁、山形県戸沢村、道の駅とざわ モモカミの里 高麗館、在日本

韓国人総連合会、東北日韓友好交流連合会、仙台大学生日韓交流サークル SIJAK、

在日本千葉韓国人連合会、在日本神奈川県韓国人連合会  

地域活性化と在外同胞への慰問を兼ねた本イベントに、ぜひ多くの皆様の

ご来場とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

（東北韓人会 副会長 金慶南） 
 

TOFA 7–8 月の活動報告 

多賀城「TAGAJO YOGOTO」での交流（7月 26日） 
7 月 26 日（土）、会員交流会として多賀城市で開催されたライトアップイ

ベント「TAGAJO YOGOTO」の初日に参
加しました。 
昨年、創建 1300 年を迎えて復元され
た多賀城は、古代に百済の職人が多数
関わったと伝えられる歴史的な場所で
す。復元された城跡に立ち、いにしえ
の姿を思い描きながら、城主の気分で
市街と海を見下ろしました。 
幻想的に照らし出された城跡と会場グ
ルメ、そして海から吹き込む涼風のお

かげで、心に残る素晴らしい夜となりました。 
韓国語マラギ会（毎週水曜） 

毎週水曜日 15 時と 18 時から開催している「韓国語マラギ会」には、語学
堂での留学を終えた方々も参加してくださいました。学習の大変さや物価
高の厳しさといった、現実的な体験談を聞くことができ、留学生活の一側
面を共有する機会となりました。 
一方で、帰国後にどのようにして上達した語学力を維持していくかは、多
くの人に共通する悩みのようです。 
今後は TOFA としても、皆で工夫を出し合い、実践的に力をキープできる
場を育てていきたいと考えています。 

奥州市 1泊 2日ツアー（8月 23–24日） 
8 月 23 日（土）から 24 日（日）にかけて、 
会長・中村の故郷であり、大谷翔平選手の出身地でもある岩手県奥州市を
訪れました。 
大谷選手と中村が通った中学校を見学し、大谷選手が通った食堂で食事、
大谷が練習を重ねたバッティングセン
ターでの打席体験、そして行きつけの
スポーツショップでは店主から当時の
話を伺いました。 
さらに、大谷ファンクラブ会長からは
実際に使用されたバットを触らせてい
ただく貴重な体験もできました。 
夜は花火とカラオケで盛り上がり、会
員同士の親睦を深める有意義な旅とな
りました。 
今後に向けて来年には WBC（ワール
ド・ベースボール・クラシック）が開
催されます。スポーツは国境を越えて
人々をつなぐ力があります。 
TOFA としても、野球を通じた日韓交流
をさらに盛り上げていきたいと考えて
います。     （TOFA 会長 中村知史） 

在日本東北韓国人連合会便り 仙台韓国教育院だより 137 2025年 8月 




